
 
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

              
 

地域学校協働活動と   
キャリア教育の広報紙 

◆ こばやしスクールサポートボランティアセンター 【小林市社会教育課】 ℡22-7912 
◆ 小林市キャリア教育支援センター                      【小林商工会議所】          ℡23-4121 

学校向け 

幸ヶ丘小 １年生を迎える会 

裏に続きます。 

交通安全教室 

西小林小 

運動場の状態が悪い時
は屋内で実施しました。 

上学年は、集団登校で使う横断旗を使って横断
歩道を渡る練習もしました。 

【お礼の言葉】 ◆ 車をちゃんと見てわたることが大
切だとわかりました。 ◆ 教えてもらったことをずっ
と守ります。（２年生） ◆ ヘルメットが大事だという
ことがよくわかりました。教えてもらったことを続けて
いきたいです。（４年生） 
 

栗須小 

野尻小 

上学年は、見通しの悪い交差点の通行を全員が
体験。時速30Kmで走る車の制動距離の実験もあり
ました。 
 
【お礼の言葉】 ◆ 合言葉の「ブタハシャベル」を思
い出して自転車点検をします。 
 

「車は急に止ま
れない」実験 

「ブ」レーキ 「タ」イヤ 「ハ」ンドル 
「シャ」タイ（車体：高さ・ライト・反射材など） 
「ベル」 

自転車での横断歩道の渡り方や危険運転の実演
（傘さし運転・二人乗りなど）、ブレーキと制動距離に
ついても学びました。 
 
【お礼の言葉】 ◆ これからも右左を確認して横断
歩道を渡ります。（２年生） ◆ ブレーキのことが心
に残りました。学校の周りは車が多いので、習った
ことを守って気を付けたいです。（４年生） 
 

細野中 

【主な内容】 DVD（自転車の加害事故）、自転車の
交通ルールの確認、自転車点検の方法、見通しの
悪い交差点の通行など。 

DVDでは、ながら運転
やスピードの出しすぎ、一
時停止違反などの事例が
紹介されました。 



 
  
 
 
                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

  

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

学校向け２号 

小林中と三松中は、細野中とほぼ同じ内容です。 

（栗須小）梅田学園ドライビングスクール 
（東方中）押領司先生：美術講師・県自転車競

技連盟理事長 
（その他の学校）小林警察署・交通安全協会 

小林中 

【お礼の言葉】 自転車が被害者にも加害者にもなる
ことがよくわかりました。青であってもしっかり確認し
て、小林中全体で交通安全に気をつけていきます。 
 

三松中 

【お礼の言葉】 危険運転やながら運転はしません。
ヘルメットをかぶり、点検をして乗りたいと思います。 
 

東方中 

【主な内容】 ジャイロ効果（車輪を回転させて傾ける
と、元に戻そうとする力が働きます）、自転車の交通
ルール、ヘルメットと事故の話、直進とカーブを曲が
るコツ、安定する姿勢、急ブレーキのかけ方 など 
 

◆ なぜ、今、キャリア教育が必要なのでしょう？ 
① 人口減少・少子高齢化 

国内の生産を中心となって支える生産年齢人口
(15～65歳)の減少 

② グローバル化 
2067年には人口の約１割が外国人に。 

③ 他業種間連携 
自動車メーカーと IT や電気業界など。 

④ 変化が激しい時代・人生 100 年時代 
   終身雇用からマルチステージの時代。人生のそ

の時期にあった転職が進む時代へ。  
◆ これからの時代を生きる子どもたちに求められる

力は？ 
主体性（考える力、伝え合う力、つなげる力）  

◆ そのためにも… 
こすもす科や総合的な学習の時間の充実、 
キャリア教育の視点を生かした授業の充実 
(社会的・職業的自立のための基盤となる能力
や態度を念頭に置きながら、子どもたちの成長
や発達を促進しようとする見方)  

◆ 具体的には… 
   課題意識をもたせる、対話的な学びの充実、 

外部講師の活用など  
◆ 協議で聞かれた意見（キーワード）より 
〇 大人とのコミュニケーションに慣れる 〇 働くこ
とのイメージや喜びが感じられる活動 〇 継続でき
る無理のない活動 〇 小中連携と情報の共有  
〇 コロナで減少した体験活動の復活 〇 地域の
魅力や住民の思いを知る 〇 子どもたちが「自分で
調べてみたい、考えてみたい」と思うような働きかけ 

100

（カリフォルニア大学とドイツのマックス・プランク研究所） 

第１回 小林市キャリア教育担当者会 

【お願い】訪問できないこともありますので、
活動の写真を、学校間共有→ KSSVC →「2024
投稿 Box」に入れていただけると助かります。 

霧島岑神社子どもイベント 


